
陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

７
月
２
日
、
今
年
の
箱
根
駅
伝

を
は
じ
め
、
大
学
駅
伝
三
冠
に
輝

い
た
早
稲
田
大
学
競
走
部
を
率
い

る
渡
辺
康
幸
監
督
と
駅
伝
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
『
陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

が
、
十
文
字
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
市
内
の
小

中
学
生
や
高
校
生
１
５
０
人
が
参

加
。
渡
辺
監
督
は
講
話
の
な
か
で

「
走
る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
。

走
れ
な
い
選
手
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ

で
も
通
用
し
ま
せ
ん
。
毎
日
練
習

し
、
努
力
し
た
人
が
強
い
選
手
に

な
れ
る
。
大
学
時
代
に
平
鹿
町
で

合
宿
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
秋

田
は
練
習
環
境
も
よ
く
、
優
秀
な

選
手
が
育
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、

活
躍
で
き
る
よ
う
楽
し
ん
で
練
習

し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
基
本
練
習
や
反
射
神

経
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ダ
ッ
シ
ュ
、

リ
レ
ー
な
ど
普
段
の
練
習
に
役
立

つ
実
技
講
習
が
行
わ
れ
、
参
加
者

に
と
っ
て
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

監
督
、
選
手
か
ら
の
指
導
は
、
こ

れ
ま
で
の
意
識
を
変
え
る
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
90
回
目
を
迎
え
る

平
鹿
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
渡
辺
監

督
、
駅
伝
メ
ン
バ
ー
も
出
場
。
観

戦
者
か
ら
の
写
真
撮
影
や
サ
イ
ン

に
応
え
な
が
ら
力
走
し
、
節
目
の

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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早
大
競
走
部
が 

走
り 

を
指
導

　
　
　
　
　
　
〝
走
り
〞
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市政情報便  市役所からのお知らせ

国保税
◆
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税

　
の
税
率
　

　

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
１
人
当
た
り
の
保
険
給
付

費
は
25
万
４
，
３
１
３
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
約
６
％
伸
び
、
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
税
率
改
正
で
は
市
の

一
般
会
計
か
ら
２
億
２
千
万
円
を

繰
り
入
れ
し
、
医
療
費
給
付
分
と

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
税
率
を

据
え
置
き
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護

納
付
金
分
は
、
国
か
ら
の
交
付
金

が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
引
き

下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

課
税
限
度
額
は
医
療
給
付
費
分

が
50
万
円
か
ら
51
万
円
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
が
13
万
円
か
ら
14

万
円
、
介
護
納
付
金
分
が
10
万
円

か
ら
12
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

合
わ
せ
て
77
万
円
と
な
り
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
相
談

　
と
減
免
制
度

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、前
年（
今

年
度
の
場
合
は
平
成
22
年
中
）
の

収
入
を
も
と
に
税
額
を
決
定
し
ま

す
が
、
失
業
や
経
営
不
振
、
病
気

療
養
等
の
理
由
で
、
前
年
の
収
入

に
比
べ
て
今
年
の
世
帯
の
収
入
が

大
幅
に
減
る
な
ど
、
分
割
納
付
等

の
徴
収
猶
予
を
行
っ
て
も
納
付
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

保
険
税
の
減
免
の
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
、
申
請

に
基
づ
き
収
入
や
資
産
等
の
調
査

を
行
い
、
総
合
的
に
判
断
し
、
減

免
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
に
は
、
各
納
期
限

（
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
場
合
は

年
金
支
給
日
）の
７
日
前
ま
で
に
、

申
請
書
と
必
要
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
、
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
市
民
税
課
国
保
・
介

　

護
保
険
担
当
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
２
‐
２
５
１
０
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課
税
務
担
当

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

所得割
均等割
平等割
所得割
均等割
平等割
所得割
均等割
平等割

医療給付費分

介護納付金分

後期高齢者
支援金分

区　　分
9.67％　
24,100円　
20,800円　
2.61％　
6,500円　
5,500円　

　
　　

平成22年度
　

　　

　
2.60％　
8,300円　
4,800円　

平成23年度
　
　
　

　
　

2.42％　
7,500円　
4,200円　

高齢者医療
　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
被

保
険
者
証（
保
険
証
）が
、
７
月
下

旬
に
加
入
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
保
険

証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
保
険
証
の
裏
面
に
は
、
臓

器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
相
談
カ
ー
ド
』
を
一
緒
に

配
布
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
直
接
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

入
院
時
の
食
事
代
と
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
と
な
る

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
』
の
交
付
を
現
在
受
け

て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
場

合
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い

認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年

度
、
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
で
、
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
地

域
局
市
民
福
祉
課
国
保
市
民
担
当

窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
65

　
歳
か
ら
加
入
で
き
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

は
75
歳
以
上
の
ほ
か
、
65
歳
か
ら

74
歳
の
方
で
一
定
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方
（
次
の
手
帳
等

　
を
お
持
ち
の
方
）
／
◎
身
体
障

　

害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
、
４
級

　

の
一
部
◎
精
神
障
害
保
健
福
祉

　

手
帳
１
級
、
２
級
◎
療
育
手
帳

　

Ａ
◎
障
害
年
金
証
書
１
級
、
２
級

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
健
康

　

保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証
、
印

　

鑑
、
障
害
者
手
帳
等

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

種　別

乳幼児

ひとり親
家庭の
児童

高齢者身
体障害者

重度心身
障害者

所得制限

なし

あり

あり

社保本人
の場合は
あり

対　象　者

義務教育就学前の児童

ひとり親家庭の18歳に達
した日の年度末までの児
童（児童が社保本人の場
合を除く）

65歳以上で身体障害者手
帳４～６級を持っている
方（社保本人を除く）
身体障害者手帳１～３級
または療育手帳Ａを持っ
ている方

福祉医療
　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効

期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
継
続
し
て
受
給
す
る
た
め
に

は
、
『
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
更

新
申
請
書
』の
提
出
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
下
記
の
福
祉
医
療
に
該

当
し
て
い
た
方
に
は
案
内
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象

　

各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
、
市

内
に
住
ん
で
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

 

 

　後期高齢者医療制度・福祉医療制度について
　【問合せ】市市民生活部国保年金課（横手庁舎内）
　　35-2186または各地域局市民福祉課国保市民担当

＊以前に所得制限等で該当にならなかった方でも、前
　年の収入によっては、該当となる場合があります。
　詳しくは担当までお問い合わせください。

市政の窓行政報告 

　

各
地
域
局
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
お
受
け
し
て
い
た
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
は
、
５
月
末
日
に
受
付

を
終
了
し
、
総
額
が
１
，
２
５
１
万

６
，
４
５
２
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
義
援
金
の
全
額
を
北
東

北
地
域
連
携
軸
構
想
推
進
協
議
会
の

加
盟
市
や
友
好
都
市
な
ど
、
日
頃
か

ら
関
係
が
深
く
震
災
の
被
害
の
大
き

か
っ
た
６
市
に
送
金
し
ま
し
た
。

【
義
援
金
の
送
金
先
】

岩
手
県
釜
石
市
、
同
大
船
渡
市
、
同

宮
古
市
、
宮
城
県
石
巻
市
、
福
島
県

相
馬
市
、
茨
城
県
那
珂
市

　

ま
た
、
市
が
行
う
被
災
地
支
援
の

取
り
組
み
に
対
し
て
、
団
体
や
個
人

の
方
か
ら
寄
付
が
あ
り
、
そ
の
総
額

は
５
５
６
万
９
，
８
４
３
円
（
６
月

末
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
市
内
の
一
時
避
難
所
の
運
営
や
温

泉
等
宿
泊
施
設
に
釜
石
市
内
の
被
災

者
を
招
待
す
る
避
難
者
等
元
気
回
復

事
業
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
】（
敬
称
略
）

　

※
市
報
４
月
15
日
号
掲
載
分
以
降

・
伊
藤
キ
ヨ
ノ
（
上
境
字
館
）

・
平
鹿
総
合
病
院
看
護
師
会

・
株
式
会
社
創
和

・
よ
こ
て
市
商
工
会
青
年
部

・
舞
扇
流　

舞
扇
徳
海

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３

　

３
２
‐
Ｆ
地
区
５
Ｒ
１
Ｚ
２
Ｚ

　

皆
さ
ん
の
善
意
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

横手市議会正副議長選挙

６月23日～24日の大雨・強風による被害　

新議長に塩田氏、
副議長に奥山氏を選出

黒沢地区で民家全壊、２地域で断水

東日本大震災復興支援の義援金・寄付金　

善意の総額は1,800万円超に

人的被害             　0人
建物被害　住　　家   　1棟　　全壊（山内地域）
浸水被害　住　　家   　8棟　　横手、増田、平鹿、山内
　　　　　非 住 家   　6棟　　横手、増田、雄物川、山内、大雄
そ の 他　法面崩壊  　91カ所　
　　　　　土砂崩れ   　8カ所　大森、山内
　　　　　水路溢水  　16カ所　
　　　　　水道断水   　2地域　横手、大雄
農業被害　作物の冠水　357.48ha　水稲、大豆、野菜、そば、その他
　　　　　農業施設　　14棟　　ビニールハウス等の強風被害

大雨・強風による主な被害　

　

６
月
23
日
の
夜
か
ら
24
日
に
か
け

て
、
活
発
な
梅
雨
前
線
の
影
響
で
県

内
の
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
、
横

手
市
内
で
も
河
川
の
増
水
や
土
砂
崩

れ
、
民
家
や
農
地
の
浸
水
被
害
な
ど

が
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

山
内
地
域
の
黒
沢
地
区
で
は
、
土

砂
災
害
の
発
生
で
民
家
が
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
横
手
、
増
田
、
平
鹿
、

山
内
地
域
で
は
住
家
の
床
下
浸
水
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
域
で
水

稲
や
大
豆
等
の
農
地
冠
水
な
ど
の
農

業
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
河
川
の
増
水
で
横
手
川
の

水
が
濁
り
、
大
沢
、
上
内
町
の
両
浄

水
場
で
取
水
が
で
き
な
く
な
り
、
横

手
地
域
の
広
い
範
囲
と
大
雄
地
域
で

24
日
午
後
か
ら
25
日
朝
に
か
け
て
水

道
が
断
水
。
両
地
域
の
５
カ
所
で
給

水
車
に
よ
る
給

水
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雨

は
、
23
日
と
24

日
の
２
日
間
で

１
４
５
・
５
㍉

の
降
雨
量
を
記

録
。
過
去
30
年

間
の
６
月
の
降

雨
量
が
平
均
で

１
１
５
・
０
㍉

で
す
か
ら
、
こ

の
２
日
間
だ
け

で
１
カ
月
分
以

上
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
降
雨
量
は
い
ず
れ
も
秋
田
地
方
気

象
台
横
手
観
測
所
の
観
測
値
）

　

市
で
は
、
24
日
未
明
に
大
雨
洪
水

警
報
と
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
午
前
８
時
30

分
に
本
庁
と
各
地
域
局
に
市
災
害
警

戒
部
を
設
置
。
河
川
の
増
水
な
ど
へ

の
警
戒
と
被
害
状
況
の
把
握
を
行
い

そ
の
対
策
に
努
め
ま
し
た
。
断
水
に

つ
い
て
は
、
基
準
を
大
き
く
超
え
る

水
の
濁
り
の
発
生
で
避
け
ら
れ
な
い

も
の
で
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
情
報
伝
達
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ご
指
摘
が
あ
り
、
今
後
は
市
と
し
て

正
確
な
情
報
を
い
ち
早
く
確
実
に
お

伝
え
で
き
る
よ
う
、
緊
急
時
の
広
報

方
法
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　市議会６月定例会最終日の６月30日に、
石山米男議長の死去に伴う正副議長選挙が
行われ、新しい議長に塩田勉氏、副議長に
は奥山豊氏が選出されました。

【議長】 塩田　勉 氏
　　　　（60歳・雄物川地域）

　昭和26年４月２日生まれ。
平成12年から旧雄物川町議
会議員を２期。同17年に市
議会議員に当選し、産業建
設常任委員長などを歴任。
同21年11月から副議長。

【副議長】 奥山　豊 氏
　　　　（60歳・大雄地域）
　昭和26年２月７日生まれ。
平成４年から旧大雄村議会
議員を４期。同17年に市議
会議員に当選し、少子高齢
化対策特別委員会副委員長
などを歴任。

■
義
援
金
の
受
付

　

市
窓
口
で
の
義
援
金
の
受
付
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
秋
田
県
共
同
募
金
会
や
日
本

赤
十
字
社
で
は
、
引
き
続
き
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
横
手
市

社
会
福
祉
協
議
会
や
金
融
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

豪雨により増水し濁流となった横手川
（６月24日午前11時30分頃、横手南小学校前の学校橋から撮影）

（７月６日現在）
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文化財
　

後
三
年
合
戦
の
関
連
遺
跡
の
ひ

と
つ
の
沼
柵
。
同
じ
合
戦
遺
跡
の

大
鳥
井
山
遺
跡
は
国
指
定
史
跡
と

な
り
、金
沢
柵
の
推
定
地
か
ら
は
、

土
器
と
鉄
鍋
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
沼
柵
は
、
沼
舘
城
跡
が
推

定
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

講
座
で
は
、
沼
柵
周
辺
の
様
相
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
30
日（
土
）、
午
前

　
10
時
〜
午
後
４
時
20
分

◆
会
場
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
【
講
演
】

　

①
速
報
！
平
泉
世
界
遺
産
登
録
、 　

八
重
樫
忠
郎
氏（
平
泉
町
役
場
）

　

②
沼
柵
・
沼
舘
城
と
沼
舘
八
幡

　

宮
の
縁
起
、
志
立
正
知
氏
（
秋

　

田
大
学
）

　

③
沼
柵
周
辺
の
古
代
・
中
世
、

　

高
橋
学
氏
（
県
教
育
委
員
会
）

　

④
中
世
城
館
の
実
像
、
齋
藤
慎

　

一
氏
（
江
戸
東
京
博
物
館
）

 

【
市
か
ら
の
報
告
】

　

①
沼
柵
と
沼
舘
城

　

②
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
沼
柵

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
（
か
ま
く
ら
館
内
）

    

３
２
‐
２
４
０
３

平
成
23
年
度
後
三
年
合
戦
沼
柵
公
開
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
沼
柵
〜

売　却
　

市
で
道
路
除
雪
や
道
路
維
持
作

業
に
使
用
し
て
い
た
除
雪
機
械
等

を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し

ま
す
。
入
札
参
加
申
し
込
み
等
の

詳
細
は
、
各
地
域
局
産
業
建
設
課

窓
口
お
よ
び
市
建
設
部
建
設
監
理

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
入
札
参
加

要
項
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
入
札
日
・
開
札
日
／
８
月
22
日

　
（
月
）午
前
10
時
〜　
　
　
　
　

◆
申
込
方
法
／
所
定
の
入
札
参
加

　

申
込
書
（
各
地
域
局
産
業
建
設

　

課
・
市
建
設
部
建
設
監
理
課
窓

　

口
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の

　

入
札
参
加
も
可
能
で
す
。
郵
送

　

や
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
受

　

け
付
け
ま
せ
ん
。
　

◆
申
込
期
間
／
８
月
８
日(

月
）〜

　

12
日（
金
）、
午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時

◆
提
出
先
／
市
建
設
部
建
設
監
理

　

課
（
水
道
庁
舎
）

【
入
札
に
つ
い
て
】

◆
入
札
参
加
資
格
／
【
個
人
】
横

　

手
市
に
住
民
基
本
台
帳
登
録
ま

　

た
は
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い

　

る
方
【
法
人
】
横
手
市
に
事
業

　

所
を
有
す
る
法
人

◆
入
札
に
参
加
で
き
な
い
方
／

　

①
成
年
被
後
見
人
②
破
産
者
で

　

復
権
を
得
な
い
方
③
市
税
に
未

　

納
が
あ
る
方
④
入
札
参
加
申
込

　

書
の
提
出
が
な
い
方
⑤
未
成
年

　

者
、
被
保
佐
人
お
よ
び
被
補
助

　

人
で
あ
り
、
契
約
締
結
の
た
め

　

の
同
意
を
得
て
い
な
い
方

【
事
前
説
明
会
の
開
催
】

◆
日
時
・
場
所
／
８
月
１
日(

月)

　

①
午
前
９
時
〜
９
時
15
分
・
平

　

鹿
地
域
局
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

　

②
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
45
分
・

　

大
森
除
雪
機
械
格
納
庫
前（
白
山)

　

③
午
前
10
時
〜
10
時
15
分
・
大

　

雄
地
域
局
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

　

④
午
前
10
時
30
分
〜
10
時
45
分
・

　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
東
北
㈱

　

⑤
午
前
11
時
〜
11
時
15
分
・
山

　

内
地
域
局
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

　

⑥
午
前
11
時
30
分
〜
11
時
45
分
・

　

山
内
黒
沢
除
雪
機
械
格
納
庫

※
説
明
会
に
参
加
の
な
い
場
合
は
、

　

事
前
の
説
明
事
項
に
つ
い
て
了

　

知
し
て
い
る
と
み
な
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
設
監
理
課
（
水
道

　

庁
舎
内
）　

３
２
‐
２
４
０
６

除
雪
機
械
等
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す

Ｓ62.10

Ｓ58.11

Ｓ63.10

Ｓ62.10

不明

Ｓ56.3

Ｓ51.11

－

Ｓ55.10

Ｈ2.6

車検満了日

Ｈ23.11.24

Ｈ23.11.1

Ｈ24.10.26

Ｈ23.12.1

-

Ｈ23.11.19

Ｈ23.12.3

-

Ｈ23.11.10

Ｈ23.6.25

8NB改/11t級

3G/3.4m級

5G/4.0m級

4G/3.7m級

NR-421B/1.5m級

910/8t級

45改/8t級

-/8t級用

01A/12t級

P-NKR58ED/2t

タイヤ・ドーザ
キャタピラー
除雪グレーダ

三菱
除雪グレーダ

三菱
除雪グレーダ

三菱
小型ロータリ除雪車
ニイガタ

ショベル・ローダ
キャタピラー
タイヤ・ドーザ

ＴＣＭ

ストレートプラウ

ショベル・ローダ
小松インターナショナル
ダンプトラック

いすゞ

機械・機器名
メーカー

初度登録
年　月

横手

平鹿

大森

山内

大雄

所　管
地域局 型式/規格

除雪機械等入札物件

ホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/
除雪補助
　

市
で
は
町
内
会
や
集
落
等
の
団

体
に
対
し
、
市
道
等
の
除
排
雪
を

行
う
た
め
の
消
雪
パ
イ
プ
等
を
設

置
し
た
り
、
除
雪
機
械
等
を
購
入

し
た
り
す
る
際
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
よ

り
補
助
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
消
雪
パ
イ
プ
施
設

◆
補
助
限
度
額
／
修
理
費
用
の
補

　

助
限
度
額
を
10
万
円
か
ら
１
０

　

０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
１
件
２
万
円
以
上
の

　

も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
補
助
率
は
従
来
ど
お
り
経
費
の

　

２
分
の
１
以
内

②
融
雪
溝（
流
雪
溝
）施
設

◆
補
助
限
度
額
／
修
理
費
用
の
補

　

助
限
度
額
を
10
万
円
か
ら
75
万

　

円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
た
だ

　

し
、
１
件
２
万
円
以
上
の
も
の

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
補
助
率
は
従
来
ど
お
り
経
費
の

　

２
分
の
１
以
内

③
除
雪
機
械
・
融
雪
機
器

◆
修
理
費
用
／
経
費
の
３
分
の
１

　

以
内
だ
っ
た
補
助
率
を
２
分
の

　

１
以
内
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
１
件
２
万
円
以
上
の

　

も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
補
助
限
度
額
は
従
来
ど
お
り
10

　

万
円

◆
燃
料
費
／
補
助
率
が
２
分
の
１

　

以
内
に
な
り
ま
す
。

※
補
助
限
度
額
は
従
来
ど
お
り
３

　

万
円

　 

補
助
金
を
利
用
す
る
に
は

　

こ
れ
ら
の
補
助
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
除
雪
活
動
団
体
と
し
て

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
除
雪
活
動
団
体
の
届
出
・
補
助

　

金
交
付
申
請
の
受
付
期
間
／
７

　

月
20
日（
水
）〜
10
月
31
日（
月
）

※
申
請
手
続
き
、
提
出
書
類
に
つ

　

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
申
請
書
類
等
提
出
先
】

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
設
監
理
課
（
水
道

　

庁
舎
内
）　

３
２
‐
２
４
０
６

　

ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課

町
内
会
等
除
雪
活
動
費
補
助
金
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

ホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/

ご　み

ご
み
減
量
の
お
願
い

　

６
月
に
南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
で
は
大
規
模
な
施
設
修
理
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
燃
え
る
ご
み

の
中
に
不
燃
物
が
入
っ
て
い
た
た

め
、
施
設
へ
の
負
担
が
増
え
た
こ

と
が
原
因
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
の
焼
却
分
は
、

西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
と
東
部

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
が
、
処
理
し
き
れ
な
い
１
日
あ

た
り
10
㌧
の
ご
み
は
、
緊
急
対
策

と
し
て
大
仙
美
郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
焼
却
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
両
保
全
セ
ン
タ
ー
で
も

修
繕
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
ま
で
以
上
の
ご
み
の
分
別

と
減
量
化
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
類
の
出
し
方

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
類
の
汚
れ
は
、
悪
臭
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
物
を

出
す
際
は
、
軽
く
す
す
い
で
か
ら

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）  

３
５
‐
２
１
８
４

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

採　用ホームページ http://www.oomorihp.jp/
◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
／

　

薬
剤
師　

１
名

　

介
護
福
祉
士　

若
干
名

◆
受
験
資
格
／
次
の
要
件
を
満
た

　

す
方

　

＊
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
通
勤
に
支
障

　

の
な
い
範
囲
に
居
住
で
き
る
方

　

＊
募
集
職
種
の
免
許
・
資
格
を

　

有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
24
年

　

３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
国
家

　

試
験
等
に
よ
り
免
許
等
取
得
見

　

込
み
の
方

◆
採
用
予
定
年
月
日
／
平
成
24
年

　

４
月
１
日

◆
試
験
期
日
／
８
月
28
日（
日
）

◆
場
所
／
市
立
大
森
病
院

◆
受
験
申
込
期
限
／
８
月
12
日(

金
）

　

必
着

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
０
５
２
５

　

横
手
市
大
森
町
字
菅
生
田
２
４

　

５
‐
２
０
５　

　

市
立
大
森
病
院
総
務
課　

　
　

２
６
‐
２
１
４
１

※
介
護
福
祉
士
は
、
提
出
書
類
に

　

よ
る
第
１
次
選
考
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
。

※
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
市    

  

立
大
森
病
院
に
あ
り
ま
す
。
郵

　

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒  

  

の
表
に
『
職
員
採
用
試
験
申
込

　

用
紙
請
求
』
と
朱
書
き
し
、
宛

　

先
を
明
記
し
て
１
２
０
円
切
手

　

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型

　

２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
市
立

　

大
森
病
院
総
務
課
に
お
送
り
く

　

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
等
は
市
立

　

大
森
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
入
手
で
き
ま
す
。

　

市
立
大
森
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
24
年
４
月
採
用
予
定
〜

ぬ
ま
の
さ
く

か
ね
ざ
わ
の
さ
く

ぬ
ま
だ
て

　室温や気温が高い中で作業や運動を行うと、体内の
水分や塩分のバランスが崩れ、熱中症になる場合があ
ります。
　具体的な症状は次の３つに区分されます。
【Ⅰ度】めまい・立ちくらみ・こむら返り
【Ⅱ度】頭痛・吐き気・体がだるい・力が入らない
【Ⅲ度】反応や会話がおかしい・けいれん・立てない
　具合が悪くなった時は、涼しい場所で体を冷やすこ
とが基本です。Ⅰ度の状態では、自分で対処すること
が可能ですが、Ⅱ度やⅢ度の場合は、救急車を呼んで
ください。特に高齢者や持病のある方は重症化に注意
が必要です。
【熱中症予防のポイント】
　①暑い日の作業、運動などは控える
　②屋内では温度や湿度が上がり過ぎないよう、直射
　　日光を遮り、風通しを良くする
　③水分、塩分をこまめに補給する
【問合せ】
　市消防本部救急課（本庁北庁舎内）　32-1247

この夏、熱中症に注意しましょう！この夏、熱中症に注意しましょう！

じ
ょ
う
か
ん
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市政情報便市役所からのお知らせ 

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　32-2402　問合せ　教育総務課 　32-2402●

6月

■６月定例教育委員会の審議内容（６月27日）
◎横手市スポーツ振興審議会委員の委嘱    ２人を委
　嘱（任期：平成23年４月１日～12月31日)
◎事故による損害賠償の額を定めること及びこれに伴
　う和解に関する意見の申出  　横手南中学校敷地内
　に駐車していた車両へ落雪等による損害を与えたこ
　とについての和解案件

音フェス
ＮＡＶＩ

音楽で
横手を笑顔に

表　彰
　

市
で
は
、
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
育
成
な
ど
に
貢
献
し

て
い
る
方
を
『
技
能
功
労
者
』
と

し
て
、
各
種
大
会
入
賞
な
ど
優
れ

た
技
能
を
持
っ
て
い
る
方
を
『
優

良
技
能
者
』と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

次
の
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
方
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

◆
推
薦
方
法

 
８
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
所
定

の
推
薦
調
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
希
望
の
方
に
は
推
薦
調
書

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
原
則
と

し
て
団
体
に
よ
る
推
薦
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
一
事
業
所
か
ら
の

推
薦
は
１
人
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰
基
準

【
技
能
功
労
者
表
彰
】

・
技
能
を
通
じ
て
後
進
の
指
導
育 
 
 
 
 
 
 
 

 

成
を
行
い
、
ま
た
は
技
能
者
の 
 

 

育
成
に
寄
与
さ
れ
た
方

・
業
種
の
発
展
に
貢
献
、
ま
た
は 
 

 

保
存
・
継
承
に
寄
与
さ
れ
た
方

・
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、  
 

 

勤
務
実
績
お
よ
び
日
常
生
活
に 
 

 

お
い
て
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ 
 
 

 

る
方

・
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
勤
務
し 

 

て
お
り
、
４
月
１
日
現
在
、
満 

 

年
齢
60
歳
以
上
で
、
経
験
年
数 
 

 

25
年
以
上
の
方

【
優
良
技
能
者
表
彰
】

・
県
大
会
以
上
の
技
能
競
技
会
に

　

お
い
て
入
賞
し
た
方
、
ま
た
は

　

こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
方

・
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
規
定

　

に
基
づ
く
技
能
検
定
１
級
に
合

　

格
し
た
方
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

　

等
と
認
め
ら
れ
る
方

・
勤
務
実
績
お
よ
び
日
常
生
活
に

　

お
い
て
、
他
の
模
範
と
認
め
ら

　

れ
る
方

・
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
勤
務
し

　

て
い
る
方

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

 

市
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課　

　
（
県
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
２
‐
２
１
１
５

技
能
功
労
者
・
優
良
技
能
者
を
表
彰
し
ま
す

◆イベント当日のボランティアスタッフ募集
　８月21日開催『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ』のス
テージやブース担当、会場整備担当のボランティアスタ
ッフを募集しています。応募期間は７月24日（日）まで。
◆応募資格／15歳以上（中学生不可、18歳未満について
　は保護者の同意が必要です）
◆活動日時／８月21日（日）①終日（8:00～22:00）②午
　後（14:00～22:00）のいずれか。（18歳未満は19時まで）
◆問合せ・申込み／〒013-0036 横手市駅前町７－７
  『ＹＯＫＯＴＥ 音 ＦＥＳＴＩＶＡＬ実行委員会』（ホテル
　プラザアネックス横手内）  32-7777 ※ボランティア
　スタッフには限定Ｔシャツをプレゼント

▼ホームページＵＲＬ http://yokote.co.jp/oto/
▼当日は50を超えるバンドが参加。地元だけでなく、関
　東、中部地方からも参加が予定されています。

　

事
業
仕
分
け
は
、
み
な
さ
ん
の

税
金
を
も
と
に
実
施
し
て
い
る
市

の
事
業
が「
今
後
も
必
要
な
の
か
」

「
市
が
実
施
す
べ
き
な
の
か
」「
内

容
や
手
法
は
こ
れ
で
い
い
の
か
」

な
ど
の
視
点
か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ

公
開
の
場
で
判
定
し
て
い
く
作
業

で
す
。

　

市
で
は
『
事
業
仕
分
け
委
員
』

と
し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数
／
10
人
程
度
（
応
募

　

者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

◆
作
業
実
施
日
／
９
月
10
日(

土)

・
　

18
日(

日)

、
午
前
９
時
20
分
〜

　

午
後
４
時
20
分

※
作
業
内
容
等
の
事
前
説
明
会
は      

  

８
月
28
日(

日)

に
行
い
ま
す
。

◆
会
場
／
Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ

　
（
横
手
駅
前
）

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
居
住
ま
た

　

は
勤
務
し
て
い
る
方

◆
応
募
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
る
申
込
用
紙
、

　

ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
次
の
事

　

項
を
記
入
し
、
経
営
企
画
課
ま

　

た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課
へ

　

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

　

ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
ま
せ
ん
。

◆
記
入
事
項
／
①
氏
名
②
住
所
③

　

性
別
④
職
業
⑤
年
齢
⑥
電
話
番

　

号
⑦
仕
分
け
を
行
っ
て
み
た
い

　

事
柄
や
分
野
と
そ
の
理
由
⑧
市

　

政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案

◆
応
募
期
限
／
８
月
１
日(

月)

必
着

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　

横
手
市
役
所
総
務
企
画
部
経
営

　

企
画
課(

本
庁
南
庁
舎
内) 

　
　

３
５
‐
２
１
６
４

　
　

３
３
‐
６
０
６
１　

平
成
23
年
度
事
業
仕
分
け
委
員
を
募
集
し
ま
す

事業仕分け　kikaku@city.yokote.lg.jp

２

議会を傍聴しませんか
市議会７月臨時会開催（予定）のお知らせ

　傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍聴席に
直接お越しください。なお、団体で傍聴を希望され
る場合は、事前に議会事務局までご連絡ください。
◆日　時　７月25日(月)午前10時から
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）　　　　
　　　　　　32-2535

 

　第８回よこての全国線香花火大会
　７月23日（土）午後５時～ ※雨天翌日順延

　わくわくフェア in おものがわ
　７月24日（日）午前10時～ ※雨天中止

がんばろう東北！！
2011 大雄サマーフェスティバル
～東北の元気は横手から～
７月30日（土）午後４時～

今回は『やらねばね！横手』の皆さんのご協力により、
福島県浪江町の〝なみえ焼きそば〟

がやってきます！！

  第33回 猩々まつり
　７月30日（土）午後５時～
　今年は猩々像建立から200年を迎えます！猩々にちなんで、
市内５つの酒蔵によるお酒の振る舞いや、園児による「よ
さこい踊り」の披露、ブラボー中谷のいかさまマジック
ショー、お楽しみ抽選会など、楽しいイベントが盛りだく
さん！初めてでも簡単に参加できる猩々音頭に合わせ、楽
しく踊って暑さを吹き飛ばしませんか。
　また、今年は、大雄サマーフェスティバル会場との間に
シャトルバスを運行します。(十文字地域局前発）ご利用く
ださい。
◆会　場／十文字地区(本町・通町・中央商店街)
◆主なイベント／
　午後５時　　　お祭りブース開店、バンド演奏
　午後６時35分　よさこい踊り
　午後６時50分　ブラボー中谷のいかさまマジックショー
　午後８時50分　お楽しみ抽選会
　午後９時20分　めんイベント（麺まき）
　※猩々踊りは午後７時20分と午後８時10分の２回です。
◆問合せ／猩々まつり実行委員会（十文字町観光協会内）
　　　　　　42-0406

しょうじょう

  第16回は・は・は祭り
　８月８日（月）午後５時～
　平成８年８月８日に〝ははは〟の語呂合わせで始まった
お祭りです。屋台や楽しいイベントが盛りだくさんです。
◆会　場／雄物川町今宿商店街通り
◆問合せ／は・は・は祭り実行委員会（よこて市商工会雄物川
　　　　　拠点センター内）　22-2139

 

　今年で25回目を迎える大雄地域夏
の一大イベント『大雄サマーフェス
ティバル』。家族や友だちなど、み
んなで参加して楽しめるイベントが
満載です。また、ステージショーに
は、演歌歌手の田川寿美さんが登場
します！フィナーレは、目の前で上
がる大迫力の打ち上げ花火！
　夏の夜のひとときを、存分にお楽
しみください。
◆会　場／スタジアム大雄駐車場内
◆主なイベント／
　午後３時30分　カブトムシ木登りレース受付開始　　　　
　　　　　　　　(先着60名・午後４時20分からレース開始）
　午後４時　　　熱気球係留体験
　午後４時30分　大雄ホップー大会
　午後５時　　　横手市民のど自慢大会
　午後７時30分　田川寿美演歌ショー
　午後８時30分　花火打ち上げ
◆問合せ／大雄地域局産業建設課　52-3913

　今では珍しい『純国産線香花火』
を楽しむことができるイベントです。
〝おもちゃ花火の打ち上げ〟のほ
か、〝ゆかた姿で抽選会〟や縁日、
物産展も開催されます。
　かわいらしく光る線香花火を片手
に川涼みしながら、夏の思い出づく
りにご来場ください。会場へは、ぜ
ひ浴衣姿でどうぞ!!
◆会　場／横手川 蛇の崎川原
◆主なイベント／
　午後６時　　　残月（落下傘花火）打ち上げ
　午後６時30分　線香花火の遊び方紹介
　午後７時10分　みんなで線香花火・線香花火長持ち大会
　午後８時30分　大会提供おもちゃ花火打ち上げ
◆問合せ／よこての全国線香花火大会実行委員会
          （横手市観光協会内）　33-7111

　川の通信簿で〝５つ星〟となった
雄物川河川公園を会場に、恒例のイ
ワナつかみ取り・イワナ焼きやカヌ
ー体験のほか、特産のすいかを使っ
たゲームや大道芸人ショーなど楽し
いイベントが盛りだくさんです！
　川と親しみながら、夏の一日を雄
物川河川公園で過ごしてみませんか。
◆会　場／雄物川河川公園
◆主なイベント／
　午前10時　園児によるお遊戯・
　　　　　　さかな釣り大会
　午前11時　イワナつかみ取り
　午後１時　○×クイズ
　午後２時　エンディング（餅まき）
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課　22-2111
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甘くて大粒の実に大満足！
■第39回十文字さくらんぼまつり（十文字）
　６月20日から約１カ月間、さくらんぼまつりが開催さ
れました。今年は大雪の影響で枝折れや雪解けが遅く、
例年よりも収穫量が２割ほど減りしましたが、甘くて大
粒のさくらんぼが実り、沿道の直売所や道の駅十文字に
は、さくらんぼを買い求める人たちでにぎわいました。
　樹園地では、さくらんぼ狩りを楽しむ家族連れの姿が
数多く見られ、〝初夏の味覚〟を満喫。また、週末ごとに
開催された『十文字マラソン』や『さくらんぼタネ飛ば
し大会』には、県内外から多くの参加があり、まつりを
盛り上げました。
　６月28日には、齊藤智哉さんの果樹園に、東日本大震
災で被災し、市内に避難している19人を招き、さくらん
ぼ狩りが行われました。
　これは、長引く避難生活の中
で少しでもリフレッシュしても
らおうと十文字町観光協会が主
催したもの。参加者は、大粒で
真っ赤に色付いたさくらんぼを
ほおばり「甘くて美味しい」と
笑顔を浮かべていました。昼に
は、十文字中華そばを試食し、
〝十文字の味〟を満喫しました。

７月３日、県内外から136人が参加した『さくらんぼタネ飛ばし大会』

齊藤さん（左）の果樹園で、さくらんぼ狩りを楽しむ避難者の皆さん
６月26日、304人が健脚を競
った十文字マラソン

（横手）

  ７月３日、蛇の崎橋近くの観音寺、鐘撞堂下で第２
回横手川と紫陽花に親しむ茶会が行われました。この
催しは、紫陽花回廊運動株主会と横手川水辺のふれあ
いフェスタ実行委員会が企画したもの。市内の茶道関
係者や横手城南高校と横手南中学校の茶道部員がお点
前を披露し、訪れた人たちをもてなしました。

襷をつなぎゴールを目指す選手たち

   初夏に風情ある趣を楽しむ （横手）

　７月２～３日、第７回みちのく秋田チャリティーラ
ン＆ウォーク大会が開催されました。今大会は、東日
本大震災の被災地復興支援が目的で、参加者の総走歩
距離に応じて参加費の中から被災地に義援金が贈られ
ます。参加者たちは、なるべく寄付額を増やそうと、
こまめに給水しながら距離を伸ばしていました。

  185人が走って、歩いて復興支援

　６月26日、今年で40回目を迎えた雄物川駅伝競走大会
が開催されました。節目の大会を記念し、10年以上連続
で出場している選手25人に表彰状が贈られました。
　小雨の中、オープン参加の雄物川中学校陸上部と雄物
川高校男子テニス部３チームを含む24チームが出場。地
域や職場の仲間で結成され
た６人の選手たちが、力を
合わせて、懸命に襷をつな
ぎました。

【上位３チーム】
１．砂子田／1：02:07
２．愛走会おもの川Ａ／1：03：37
３．秋田ナイルス／1:04:49

■第40回雄物川駅伝競走大会（雄物川）

チームで力を合わせて襷をつなぐ
たすき

縄文人が作った土器もこんな感じ？
■縄文土器作り体験（横手）

完成したぞ！僕たちが作った縄文土器

　８月末に修学旅行で青森県の三内丸山遺跡を訪れるこ
とをきっかけに、縄文時代についての学習を深めようと、
朝倉小学校６年生の皆さんが、縄文土器作りを体験しま
した。
　６月29日に、最終工程となる野焼きを行い、作り始め
から約１カ月かけて見事な土器が完成しました。できあ
がった土器を手にした村田初楠さんは「粘土を丸めて底
から積み重ねていくところが難しかった」と話し、友だ
ちとうれしそうに作品を見比べていました。

横手の初夏を鮮やかに彩る

　６月25日から７月10日まで、平鹿町浅舞公園で『あや
めまつり』が開催されました。横手に初夏の訪れを告げ
る『あやめまつり』は、記念すべき30回目の開催でした
が、今冬の大雪や春先の低温で開花が例年より１週間ほ
ど遅れたため、会期中に１週間の延長を決定し、16日間
にわたる開催となりました。　
　まつり初日は、前日までの豪雨とはうって変わり、雲
ひとつない青空の下、吉田小学校スクールバンドによる
オープニングパレードで幕を開けました。鍋倉囃子、深
間内神楽、平鹿地域婦人会によるあやめ音頭など〝平鹿
町らしさ〟があふれる、オープニングとなりました。
　期間中の週末には、軽トラ市や超神ネイガーショー、
熱気球係留など、多くの人が楽しめるさまざまなイベン
トが行われ、中でも、ポニー馬車体験やちんどん屋行
進・お菓子振る舞いなどは、親子連れからお年寄りまで
集まるにぎわいを見せていました。
　広い園内には、80種３万株約50万本のあやめや花しょ
うぶが、白・紫・黄色など色鮮やかに咲き誇り、連日県
内外から訪れる多くの見物客たちを魅了していました。
見物客たちは、あやめの花に初夏の訪れを感じとりなが
ら、また来年の見ごろを楽しみにしていました。

■第30回あやめまつり（平鹿）  

うい　な

棚田を手作りランタンで照らす（大森） （山内）

　大森・塚須沢地区で行われている『棚田オーナー』
事業の一環で、７月２日、ランタン作りとホタル観賞
会が行われました。約30人の〝オーナー〟がペットボ
トルを使ったランタン作りに挑戦。参加者は地区の農
家の皆さんなどと一緒に、棚田のあぜに並べたランタ
ンとホタルの光が織りなす風景を楽しみました。

 さんない芝桜 に国交大臣表彰

　今年の全国みどりの愛護のつどい（５月14日・富山
市）で、さんない芝桜事業推進会議（伊藤茂光代表）
が国土交通大臣表彰を受けました。平成19年から地域
を挙げて取り組んできた大松川ダム公園の芝桜園再生
の活動が認められたもので、今年復活を果たした芝桜
イベントの盛会とあわせ、二重の喜びとなりました。

市長に受賞を報告する伊藤代表さんない芝桜を観る会（６月５日）

〝　　　　　　〟

Topics

色鮮やかに美しく咲きそろったあやめ

吉田小スクールバンドによる演奏平鹿地域婦人会によるあやめ音頭

ポニー馬車の運行ちんどん屋行進

かねつきどう
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横
手
市
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
会
場

と
な
る
の
は
、
昭
和
59
年
（
１
９
８

４
年
）
の
秋
田
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
卓

球
競
技
が
行
わ
れ
て
以
来
、
27
年
ぶ

り
。
今
回
は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
が
市
内
で
行
わ
れ
、
平
成
19
年

の
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
少
年
男
女
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
行
っ
た
実
績

や
『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
』
の
開
催
、

さ
ら
に
は
雄
物
川
高
校
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
チ
ー
ム
の
活
躍
で
〝
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
ま
ち
・
横
手
〞
が
定
着

し
て
き
た
証
と
い
え
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
見
所

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
に
は
、

全
国
47
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
56
校
が
出
場
。
今
年
１
月
の
全

国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優

勝
大
会
で
優
勝
し
た
東
亜
学
園
高
校

（
東
京
都
）
や
ベ
ス
ト
４
の
東
洋
高

校
（
同
）
、
大
村
工
業
高
校
（
長
崎

県
）
、
昨
年
度
の
沖
縄
総
体
で
優
勝

し
た
宇
部
商
業
高
校
（
山
口
県
）
が

シ
ー
ド
校
と
し
て
登
場
す
る
ほ
か
、

市
立
尼
崎
高
校
（
兵
庫
県
）
や
聖
隷

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
高
校
（
静
岡
県
）

な
ど
『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
』
で
優

勝
経
験
の
あ
る
強
豪
校
も
数
多
く
顔

を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

秋
田
県
第
一
代
表
と
し
て
出
場
す

る
雄
物
川
高
校
は
、
シ
ー
ド
校
扱
い

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
か
ら
参
戦
。

30
年
ぶ
り
出
場
の
大
館
鳳
鳴
高
校
と

と
も
に
、
な
み
い
る
強
豪
校
を
相
手

に
ど
の
よ
う
な
戦
い
を
挑
む
の
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　

競
技
会
場
は
、
横
手
体
育
館
、
雄

物
川
体
育
館
、
増
田
体
育
館
、
横
手

清
陵
学
院
高
校
体
育
館
の
４
カ
所
。

試
合
の
観
戦
は
無
料
で
す
が
、
観
覧

席
は
各
校
応
援
団
の
入
場
を
優
先
し

ま
す
の
で
、
一
般
観
覧
者
の
入
場
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

横手清陵学院高校（Ｇコート）
　横手市大沢字前田147-1
　７月29日（金）グループ戦３試合

横手体育館（Ａ，Ｂコート）
　横手市条里二丁目2-40
　７月28日（木）開会式
　７月29日（金）グループ戦12試合
　７月30日（土）１・２回戦９試合
　７月31日（日）３・４回戦６試合
　８月１日（月）準決勝・決勝
　　　　　　　閉会式
　※準決勝、決勝のみ特設コートで
　　行います。（観覧席増設）

雄物川体育館（Ｃ，Ｄコート）
　横手市雄物川町今宿字前田面7
　７月29日（金）グループ戦12試合
　７月30日（土）１・２回戦10試合
　７月31日（日）３・４回戦６試合

増田体育館（Ｅ，Ｆコート）
　横手市増田町増田字若松44-4
　７月29日（金）グループ戦12試合
　７月30日（土）１・２回戦８試合

熱
い
戦
い
を
見
逃
す
な
!!
北
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

観
戦
ガ
イ
ド

シード校
東亜学園（東京）
宇 部 商（山口）
東　　洋（東京）
大 村 工（長崎）
雄 物 川（秋田）

第１組
大館鳳鳴（秋田）
聖    隷（静岡）
崇    徳（広島）
向　上（神奈川）

Ａコート

第２組
高 知 商（高知）
高岡第一（富山）
相    馬（福島）
佐賀学園（佐賀）

Ｂコート

第３組
大同大大同（愛知）
添    上（奈良）
松 山 工（愛媛）
日向学院（宮崎）

Ｂコート

第４組
札幌第一（北海道）
不 来 方（岩手）
霞 ヶ 浦（茨城）
星    城（愛知）

Ｃコート

第５組
城    東（徳島）
札幌藻岩（北海道）
大    塚（大阪）
福井工大福井（福井）

Ｃコート

第６組
東    北（宮城）
岐 阜 工（岐阜）
東 福 岡（福岡）
日本航空（山梨）

Ｄコート

第７組
西    原（沖縄）
埼 玉 栄（埼玉）
石川県工（石川）
清    風（大阪）

Ｄコート

第８組
北 嵯 峨（京都）
鹿児島商（鹿児島）
安    来（島根）
坂 戸 西（埼玉）

Ｅコート

第９組
鳥 取 工（鳥取）
作新学院（栃木）
近    江（滋賀）
大 村 工（長崎）

Ｅコート

第10組
玉野光南（岡山）
桐生市商（群馬）
開　智（和歌山）
日大山形（山形）

Ｆコート

第11組
龍    野（兵庫）
東京学館新潟（新潟）
市立船橋（千葉）
別府鶴見丘（大分）

Ｆコート

第12組
弘 前 工（青森）
開    新（熊本）
習 志 野（千葉）
皇 學 館（三重）

Ｇコート

第13組
市立尼崎（兵庫）
川崎橘（神奈川）
創造学園（長野）
坂 出 工（香川）

Ａコート

【第１代表】秋田県立雄物川高校
（17年連続17回目出場）

【第２代表】秋田県立大館鳳鳴高校
（30年ぶり６回目出場）

監督　大坂谷 敦　　主将　戸澤 亮佑
１　戸澤　亮佑 ３年 175cm    ７　小田切　熙 ３年 183cm
２　高橋　志成 ３年 173cm    ８　畠山　靖輝 ３年 171cm
３　佐藤　宏大 ３年 181cm    ９　岩谷　卓明 ２年 165cm
４　佐藤　正隆 ３年 176cm    10　村上　祐貴 ２年 170cm
５　小笠原大将 ２年 178cm    11　工藤　孝之 ２年 170cm
６　高屋　理志 ３年 175cm    12　長崎　仁甚 ２年 169cm
【チームの特徴】　高さはありませんが、３年生を中心とした
コンビバレーと粘り強いレシーブで勝利を目指します。

北東北インターハイ 男子バレーボール競技 観戦ガイド

競技会場案内

８月１日（月）

７月31日（日）

７月30日（土）

７月29日（金）　予選グループ戦（各組で予選１回戦と敗者復活戦を行う）

決　勝

４回戦

３回戦

２回戦

１回戦

準決勝

◎予選グループ戦は４校のうち３校が決勝トーナメントに進出。決勝トーナメントは、シード校のうち上位３校（東亜学園、宇部商、東洋）と開催
　地第１代表の雄物川、予選を勝ち抜いた39校の計43校により行われる。（※大村工は予選を勝ち抜けば第４シード校の扱いとなる）
◎決勝トーナメントの組み合わせおよびコート割りは、７月29日の競技終了後（午後６時予定）に抽選会を行い決定する。

７月29日からの４日間

市内４会場で熱戦を展開

県代表校の活躍に期待

秋田県代表校の紹介

競技日程および出場校

27
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
会
場

監督　宇佐美 義和　　主将　小林 賢志郎
１　小林賢志郎 ３年 187cm　　７　伊藤　雄太 ２年 188cm
２　保坂風太郎 ３年 183cm　　８　畠山　光大 ２年 178cm
３　大山　健太 ３年 178cm　　９　熊谷　建人 ２年 183cm
４　後藤　由磨 ３年 185cm　　10　柿崎　瑞貴 ２年 177cm
５　高橋　雄斗 ３年 180cm　　11　佐野　龍斗 ２年 178cm
６　小西　洋樹 ３年 182cm　　12　髙山　  厳 ２年 172cm
【チームの特徴】　粘り強く拾ってエースにつなぐ「執念」の
バレーで１戦１戦集中して戦います。

※一般観覧者の入場が制限される場合
　があります。あらかじめご了承のう
　え、会場では係員の指示に従って、
　入場、観戦してください。　

詳しくは市ホームページの北東北インターハイのページをご覧ください
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健
康
の
駅
よ
こ
て

　
　

夕
暮
れ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
タ
イ
ム

　

南
部
・
西
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
、11
月
ま
で
夕
方
も
開
館
し
、

指
導
員
が
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
場
所
・
実
施
日
／
南
部
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
十
文
字
西
地
区

　

館
内
）・
毎
週
月
曜
日
、
西
部
ト
レ

　

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
南
部
シ
ル

　

バ
ー
エ
リ
ア
内
）・
毎
週
火
曜
日

◆
時
間
／
午
後
６
時
〜
９
時

◆
対
象
／
高
校
生
以
上
（
要
支
援
・

　

要
介
護
状
態
で
な
い
方
）

◆
利
用
料
／
２
時
間
ま
で
２
０
０
円

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
５
‐
２
１
２
７  

　
　
『
読
書
に
関
す
る
作
品
コ
ン

　
　

ク
ー
ル
』作
品
募
集

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
在
住
、在
学
、

　

在
勤
す
る
方

◆
募
集
作
品
／【
文
章
部
門
】読
書
感

　

想
文
・
エ
ッ
セ
ー
・
書
評
等【
短

　

文
部
門
】読
書
に
関
す
る
標
語
・
短

　

歌
・
短
詩
等【
絵
画
部
門
】読
書
感
想

　

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵
手
紙
等

◆
募
集
点
数
／
各
部
門
一
人
１
点

◆
応
募
規
定
／
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
未

　

発
表
の
作
品
、
②
入
賞
・
入
選
作

　

品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

◆
各
賞
／
市
長
賞
、
教
育
長
賞
、
中

　

央
図
書
館
長
賞
、
各
部
門
入
選

◆
応
募
締
切
／
11
月
４
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
増
田
図
書
館

　
　

４
５
‐
５
５
５
９
（
※
募
集
要

　

項
は
各
図
書
館
に
あ
り
ま
す
）

　
　

劇
団
わ
ら
び
座
・
ひ
び
き

　
　
『
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
』

　

伝
統
音
楽
の
美
し
さ
や
力
強
さ
を

現
代
の
感
覚
で
表
現
し
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
１
日(
月)

午
後
２
時

　

〜
３
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　

（
横
手
駅
前
）

◆
対
象
／
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

　

護
者
等

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課　

３
５
‐
２
１
３
３ 

　
　

横
手
城
展
望
台
企
画
展

　
　
『
石
山
亮
一
絵
画
展
』

◆
日
時
／
７
月
21
日(

木)

〜
８
月
24

　

日(

水)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
城
展
望
台

◆
入
場
料
／
１
０
０
円
※
中
学
生
以

　

下
は
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
城
展
望
台

　
　

３
２
‐
１
０
９
６ 

　
　
『
横
手
産
夏
野
菜
を
使
っ
た

　
　

料
理
教
室
』参
加
者
募
集

◆
日
時
／
８
月
６
日（
土)

午
後
２
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
市
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
材
料
費
／
５
０
０
円

◆
定
員
／
一
般
女
性
20
人
※
応
募
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
。
そ
の
場
合
、

　

７
月
29
日
付
け
通
知
で
お
知
ら
せ
。

◆
申
込
期
間
／
７
月
19
日(

火)

午
前

　

９
時
〜
26
日(

火)

午
後
５
時　
　

◆
託
児
／
あ
り
（
要
予
約
）

◆
申
込
み
／
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
３
９
９
５

　
　

第
１
回『
平
鹿
音
楽
祭
』を

　
　

開
催
し
ま
す

　

吉
田
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
平
鹿

中
吹
奏
楽
部
、平
成
高
校
吹
奏
楽
部
、

横
手
吹
奏
楽
団
が
一
堂
に
会
し
た
演

奏
会
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
６
日（
土)

午
後
６
時

　

〜
８
時

◆
場
所
／
平
鹿
体
育
館

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
市
平
鹿
地
域
局
地
域
振

　

興
課　

２
４
‐
１
１
１
１

　
　

大
鳥
公
園
プ
ー
ル

　
　

オ
ー
プ
ン
日
程
変
更

　

大
鳥
公
園
プ
ー
ル
の
設
備
改
修
が

必
要
に
な
っ
た
た
め
、
オ
ー
プ
ン
の

日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
オ
ー
プ
ン
日
時
／
７
月
23
日(

土)

　

午
前
８
時
30
分

◆
問
合
せ
／
横
手
体
育
館

　
　

３
３
‐
２
１
０
２

　
　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

　
　
『
笑
学
校
イ
ン
市
立
横
手
病
院
』

　

日
本
笑
い
学
会
秋
田
県
幹
事
の
人

星
亭
喜
楽
駄
朗
さ
ん
ほ
か
の
皆
さ
ん

が
、抱
腹
絶
倒
の
演
芸
を
披
露
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
31
日（
日)

午
後
１
時

　

〜
３
時

◆
場
所
／
市
立
横
手
病
院

◆
入
場
料
／
無
料
※
申
し
込
み
不
要

◆
問
合
せ
／
市
立
横
手
病
院

　
　

３
２
‐
５
０
０
１

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

【
経
理
の
仕
事
と
簿
記
３
級
基
本
講
座
】

◆
日
時
／
７
月
26
日（
火
）・
27
日(

水)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
Ｏ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横
手
校

【
就
職
面
接
会
】

◆
日
時
／
８
月
４
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　
『
増
田
盆
お
ど
り
』

　
　

公
開
練
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

開
始
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７

時
30
分
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
程
・
場
所
／
７
月
15
日(

金)

・
29

　

日（
金
）狙
半
内
地
域
セ
ン
タ
ー
、

　

７
月
20
日(

水)

・
27
日(

水)

亀
田
地

　

域
セ
ン
タ
ー
、７
月
23
日(

土)

増
田

　

地
区
多
目
的
セ
ン
タ
ー
、
７
月
24

　

日(

日)

西
成
瀬
地
域
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
増
田
盆
お
ど
り
保
存
会

　

事
務
局　

４
５
‐
５
３
１
１

　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
』

　
　

参
加
者
募
集

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
・
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
新
聞
紙
や
牛
乳

パ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
使

っ
た
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所
／
①
８
月
２
日(

火)

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
あ
さ
く
ら
館
、

　

②
８
月
５
日(

金)

午
前
10
時
〜
正

　

午
・
沼
館
公
民
館
、
③
８
月
９
日

　

(

火)

午
前
10
時
〜
正
午
・
ふ
れ
あ

　

い
館(

十
文
字)

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部
地
域
福
祉
課

　
　

３
６
‐
５
３
７
７

 　
　

特
別
支
援
教
育『
か
が
や
き

　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』参
加
者
募
集

　
『
発
達
障
害
児
と
共
に
学
級
の
社
会

性
を
高
め
る
に
は
』
と
題
し
、
山
形

大
学
の
宮
崎
昭
・
教
授
の
講
演
な
ど

予
定
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
４
日(

木)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
50
分

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
県
南
教
育
事
務
所

　
　

３
２
‐
１
１
０
１

 

 

催　
し

 

 

　
　

基
本
操
作
を
学
ぶ『
第
１
回
地
域

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
研
修
会
』

◆
日
時
／
７
月
23
日（
土)

午
前
９
時

　

45
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
県
立
横
手
養
護
学
校

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
20
人
程
度

◆
申
込
み
／
県
立
横
手
養
護
学
校

　
　

３
３
‐
４
１
６
６

　
　

平
鹿
総
合
病
院
の

　
　

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

車
椅
子
で
の
誘
導
や
院
内
の
案
内

な
ど
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
の
得
意
分
野
に
応
じ
て
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
平
鹿
総
合
病
院
医
事
企

　

画
課　

３
２
‐
５
１
２
１

　
　

県
立
近
代
美
術
館
か
ら

　
　

各
種
教
室
の
ご
案
内

【
木
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
】

◆
講
師
／
山
本
丈
志
氏
（
県
立
近
代

　

美
術
館
学
芸
員
）

◆
期
日
／
７
月
30
日(

土)

・
31
日(

日)

◆
対
象
／
小
学
生
以
上
一
般

　

※
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

◆
定
員
／
各
日
15
人
※
２
日
連
続
の

　

参
加
は
不
可

◆
材
料
費
／
５
０
０
円
程
度

【
油
彩
画
教
室
・
全
３
回
】

◆
講
師
／
洋
画
家
・
渋
谷
重
弘
氏（
秋

　

田
公
立
美
術
工
芸
短
大
教
授
）

◆
期
日
／
８
月
７
日(

日)

・
21
日(

日)

・
　

28
日(

日)

※
３
日
間
参
加
必
要

◆
対
象
／
中
学
生
以
上
一
般

◆
定
員
／
先
着
15
人

◆
材
料
費
／
１
，
０
０
０
円
（
キ
ャ

　

ン
バ
ス
代
等
）

【
共
通
事
項
】

◆
場
所
／
県
立
近
代
美
術
館

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
申
込
み
／
県
立
近
代
美
術
館

　
　

３
３
‐
８
８
５
５

　
　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

　
　

火
葬
費
用
精
算
の
お
知
ら
せ

　

岩
手
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
岩
手
県
沿
岸
市
町
村
で
被
災

し
、
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
方
の
火
葬

費
用
に
つ
い
て
、
ご
遺
族
が
負
担
し

た
費
用
を
精
算
し
ま
す
。

◆
対
象
経
費
／
ひ
つ
ぎ
、
骨
箱
、
火

　

葬
場
使
用
料
、
遺
体
搬
送
料
等

　

※
葬
儀
費
用
は
対
象
外

◆
必
要
書
類
／
火
葬
許
可
証
の
写
し
、

　

火
葬
の
領
収
書

◆
問
合
せ
／
岩
手
県
県
民
く
ら
し
の

　

安
全
課

　
　

０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
８
７
６

　
　

平
成
23
年
度

　
　

調
理
師
国
家
試
験
講
習
会

◆
日
時
／
８
月
８
日(

月)

・
９
日(

火)

、

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　

（
横
手
駅
前
）

◆
対
象
／
平
成
23
年
度
秋
田
県
調
理

　

師
試
験
に
願
書
を
提
出
し
た
方

◆
受
講
料
／
講
習
料
１
０
，
０
０
０
円
、

　

テ
キ
ス
ト
代
等
８
，
０
０
０
円

◆
問
合
せ
／
横
手
調
理
師
会
・
石
井

　

さ
ん　

３
２
‐
１
５
６
５

　
　

本
多
上
野
介
正
純
公
・
墓
碑

　
　

移
設
募
金
協
力
の
お
願
い

　

本
多
上
野
介
正
純
公
は
、
徳
川
幕

府
創
成
期
の
幕
閣
や
宇
都
宮
城
主
と

し
て
権
勢
を
ふ
る
い
、
徳
川
家
康
没

後
改
易
さ
れ
て
、
佐
竹
家
預
か
り
と

な
り
、
横
手
で
幽
閉
生
活
を
送
り
ま

し
た
。
城
南
町
に
あ
る
墓
碑
の
移
設

募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
募
金
額
／
１
口
２
，
０
０
０
円

◆
募
集
期
限
／
７
月
29
日(

金)

◆
問
合
せ
／
本
多
上
野
介
正
純
公
を
学

　

ぶ
市
民
の
会
事
務
局（
横
手
地
域
局

　
地
域
振
興
課
内
）　
３
２
‐
２
７
０
１

催　
し

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

募　
集

 

種類

 

受付時間

10：00～12：00

12：30～13：00

14：30～15：40

10：00～11：40

13：00～15：40

10：00～11：00

12：30～13：00

13：45～15：45

10：00～10：30

11：10～11：40

13：15～14：15

15：00～15：40

実　施　場　所

横手市役所　横手庁舎

郵便事業㈱横手支店

特別養護老人ホーム ビハーラ横手

スーパーモールラッキー
（ふれあい献血キャンペーン）

西山製作所㈱秋田工場

秋田ナイルス㈱

特別養護老人ホーム 雄水苑

秋田部品㈱

ＪＡ秋田ふるさと平鹿総合支店

介護老人保健施設 西風苑

アスター工業㈱秋田工場

全血

献血日程

 

月日・地域

７月22日(金)
横　手

７月24日(日)
十文字

７月26日(火)
雄物川

８月３日(水)

平　鹿

催　
し

催　
し

2

 

募　
集

 

　横手市の「この風景が好き」「ここから見える景色がホ
ッとする」など、皆さんの中の一番の風景や場所をご応募
ください。優秀作品の応募者には、横手の特産品詰め合わ
せが贈られます。
◆対象作品／今年６～９月までに市内を撮影した写真。　
　　　　　　サイズは、640×480ピクセル～1600×1200ピ
　　　　　　クセル程度。
◆応募方法／作品名、撮影場所、ピカイチである理由、住
　　　　　　所、氏名、年齢、性別、電話番号を記入の上、
　　　　　　メールでご応募ください。
◆募集期限／10月15日（土）
◆問 合 せ／横手市観光連盟　38-8652
◆応 募 先／　yokopika@yokote-kankou.jp

「横手のピカイチシーン」
写真コンテスト作品募集！
「横手のピカイチシーン」
写真コンテスト作品募集！

　　　 「いものこまつり in 鶴ヶ池」　　　 「いものこまつり in 鶴ヶ池」

『夜空を彩る花火にあなたの想いを込めて・・・』
～震災復興応援・結婚・出産・各種お祝い事・厄払いなど～

◆募集期限／８月20日（土）
◆金　　額／20,000円～
◆特　　典／東日本大震災復興応援や結婚・出産祝いなど
　　　　　　のメッセージ・名前のプログラム掲載、会場
　　　　　　での放送。ご希望の方には、メッセージ入り
　　　　　　花火玉のレプリカ作成（別途料金必要）
◆申 込 み／増田町観光協会　45-5311

◆募集期限／７月29日（金）
◆金　　額／１口 20,000円～(予算に応じます）
◆特　　典／桟敷席ご招待、メッセージの放送、花火の写
　　　　　　真プレゼント
◆申 込 み／いものこまつりin鶴ヶ池実行員会事務局
　　　　　　（山内地域局産業建設課内）　53-2934

応援メッセージ花火・記念花火を
打ち上げてみませんか

応援メッセージ花火・記念花火を
打ち上げてみませんか

 　　　「第88回増田の花火」 　　　「第88回増田の花火」
        
9/14
開催

        
9/14
開催

        
9/18
開催

        
9/18
開催

ば
っ
か
く

ほ 
ん 

だ 

こ 

う 

ず 

け 

の 

す 

け 

ま 

さ 

ず 

み 

こ 

う

催　
し

催　
し

2

お
知

ら
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じ
ん

せ
い 

て
い　
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ら
く　

だ　

ろ
う

information
情報
お知らせのページ
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地域からのお知らせ 情報～information～

今月の一冊

・８月６日（土）午前10時30分／十文字
・８月20日（土）午後２時／増田
・８月21日（日）午前10時30分／雄物川

８月のおはなし会（会場：各図書館)８月のおはなし会（会場：各図書館)

　小学生を対象に、休館日の図書館で工作やおはなし会
など行います。７月31日まで電話で申し込みください。
・８月１日（月）午後１時30分～３時30分／雄物川　22-2300

夏休み『図書館まるごと体験』（会場：雄物川図書館)夏休み『図書館まるごと体験』（会場：雄物川図書館)

【工作教室１】小学生を対象に、オバケたちが踊る〝ホラ
ーハウス〟作りを行います。（定員30人）
・７月29日（金）午前10時～正午／平鹿 　24-3281
・７月29日（金）午後１時30分～３時30分／増田　45-5559
【工作教室２】６歳児から小学校４年生を対象に、木をみ
がいていろいろな形を作ります。（定員30人）
・８月３日（水）午前10時～11時／横手 　32-2662
　７月21日午前10時から受付を開始しますので、電話で
会場の図書館へ申し込みください。

夏休み『工作教室』（会場：各図書館)夏休み『工作教室』（会場：各図書館)

　7月23日から８月24日まで、横手・増田・平鹿・雄物川・大
森・十文字の各図書館では、通常より30分早い午前９時
30分から開館します。※閉館時間は通常どおり

サマータイム実施しますサマータイム実施します

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

一般向け
・秋田県民は本当に〈ええふりこぎ〉か？／日高水穂〔森〕
・10代の子をもつ親が知っておきたいこと／水島広子〔平〕
・育てて楽しむはじめての緑のカーテン／家の光協会〔横・雄〕
・頭で投げる。／石川雅規〔雄〕
・あきらめないで／やなせたかし〔増〕
・震災歌集／長谷川櫂〔横〕
児童・生徒向け
・僕は、そして僕たちはどう生きるか／梨木香歩〔雄・十〕
・絵本マボロシの鳥／藤城清治＝影絵、太田光＝原作〔森〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

図書館だより図書館だより

朗朗介護
米沢富美子＝著／朝日新聞出版
朗朗介護
米沢富美子＝著／朝日新聞出版

　　　　　　
『絵画三人展（奥政保、西田和雄、山内甚一）』
●期間／７月27日(水)まで、午前９時～午後５時 ●入場料
／無料 ●場所・問合せ／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『被災地に贈る絵手紙展示会』
　日本絵手紙協会に届いた、お見舞いの絵手紙やうちわ
を展示します。絵手紙を書いて贈ることもできます。
●日時／７月18日(月)午前10時30分～午後３時30分  ●
場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ（横手駅前） ●入場料／無料
●問合せ／ふるさと絵手紙の会 奥山さん 　33-3457
　
『リンパマッサージ』
●日時／７月22日（金）・26日（火）、午後１時～２時30分
●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円 ※要予約 ●申
込み／中村さん 　090-5595-0800
　
市民公開講座『動物のがんとどのようにつきあうか』
●日時／７月23日(土)午後１時～３時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ（横手駅前） ●講師／東京大学大学院・佐々木
伸雄教授 ●参加費／無料 ●問合せ／村岡さん 　36-1331
　
とっぴんぱらりのプー『第117回昔語りの会』入場無料
●日時／７月23日(土)午後１時～ ●場所／Ｙ2(わいわい）
ぷらざ（横手駅前） ●問合せ／尾形さん 　32-0630
　　
『バレエとお話しのコンサート』
●日時／７月23日(土)午後６時開演　●場所／横手市民
会館　●入場料／一般1,500円、中学生以下1,000円　●
問合せ／木下さん 　090-5797-5189
　
『東日本大震災復興支援チャリティーコンサート』
　クラシックを中心に、復興への祈りを込めて演奏します。
●日時／７月24日(日)午後２時開演 ●場所／かまくら館 
●入場料／無料  ●予定曲／ギター５重奏曲他 ●問合
せ／ハイレンデ・ムジーク 片岡さん 　090-5595-3187
　　
十文字スワンコーラス『道の駅サマーコンサート2011』
●日時／７月24日(日)午前10時30分～　●場所／道の駅
十文字 ●入場料／無料  ●予定曲／夏のメドレー他 ●
問合せ／遠藤さん 　42-2044
　　
『赤ちゃんと子どものための救急教室』
　乳幼児への心肺蘇生や異物の除去方法などを学びます。
●日時／７月28日(木)午前10時～正午 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ（横手駅前）　●参加費／無料 ●定員／10人 
※要予約 ●申込み／子どものファーストエイド普及協会
佐々木さん 　018-868-1144　
　　
第12回横手地域写真クラブ合同展
●期間／７月29日(金)～31日（日）、午前９時30分～午後５時 
※29日は正午から、31日は午後４時20分まで  ●場所／
Ｙ2(わいわい）ぷらざ（横手駅前）　●入場料／無料 ●問
合せ／加賀谷さん 　33-1057
　
『歌のＷＡ！合唱団』参加者募集!!
　来年７月22日にプロ声楽家とのジョイントコンサート
を開催します。プロと一緒に合唱してみませんか。
●練習日／第１土曜日午後７時～、第３日曜日午後１時
30分～  ●場所／女性センターほか ●定員／大人40人、
子ども20人  ●申込み方法／Ｙ2(わいわい）ぷらざ、かま
くら館などにあるチラシの申込書に記入して、郵送かフ
ァクスで申し込み  ※郵送先など詳細はチラシでご確認
ください  ●申込期限／８月31日（水）  ●問合せ／歌の
ＷＡ!in横手実行委員会 小松さん 　090-6226-0459
-

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

　超高齢社会と言われる現代。高
齢者が高齢者を介護する『老老介
護』という言葉が生まれました。　
　この本で著者は「 朗朗介護 で、
介護する側もされる側も楽しく」
と語ります。93歳要介護度５の母
親を在宅介護する中でのユーモア溢れるやりとりから、
困難も笑いの力で乗り越えていく強さが伝わってきます。
また、介護にまつわる様々な話題を取り上げていて、進
行する高齢社会で自分はどうありたいかを考えるきっか
けとなる一冊です。　　　　　　　　　　【大森図書館】

〝　　　　〟

 
 
 
 
 
 
 
 　
 
 
 
 
　 
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　　
　　

　　
　　
　　
　　

　　　
　　

 
 
  
 

　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　
　　　　　
　　
　　
　　
　　
　　　　
　　　
　　

　　　
　　　
　　
　　　　

　　　
　　　
　　
　　
　　　　
　　
　　

　　
　　
　　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　

　　
　　

　　
　　
　　　　　

　　

　　

 

横手図書館　　　7月20・27日、8月1日
増田図書館　　　7月19・25日、8月1日
平鹿図書館　　　7月19・26日、8月1日
雄物川図書館　　7月20・27日、8月1日
大森図書館　　　7月19・26日、8月1日
十文字図書館　　7月20・27日、8月1日
山内図書館　　　7月16～18・23・24・30・31日
大雄図書館　　　7月17・18・21・23・25・28日、
　　　　　　　　8月1日
雄物川資料館　　7月19・25日、8月1日
ゆっぷる　　　　7月20日
ゆとり館　　　　7月19・26日
えがおの丘　　　7月19・25日、8月1日
大森健康温泉　　7月19・25日、8月1日
ゆとりおん大雄　7月21日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　7月20・27日
　西・南部　　　7月16・17・23・24・30・31日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　7月19・25日、8月1日
南部シルバーエリア
　　　　　　　　7月19・25日、8月1日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　7月20・27日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　7月20・27日（毎週水曜）
　／14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　7月25日（第2・4月曜）
　／13：30～14：30
山内診療所（内科）
　月曜～金曜（祝日を除く）
　第1・3・5月曜、木曜
　／8：30～12：00、14：00～17：30
　第2・4月曜、火・水・金曜
　／8：30～12：00
三又へき地診療所（内科）
　7月19・26日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　7月21・28日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

お出かけ、ご利用前にご確認ください休館日 診療日
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　心 十文字町幸福会館

仮面ライダーメモリアル展　～9月11日　

増田奉納盆おどり　19：00～、増田小学校二本杉前

　急 市立横手病院（高橋和彦医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

あやめ杯民謡大会　9：00～、平鹿生涯学習センター　

  急 下田内科消化器科医院（増田）　45-5800

田楽灯ろうコンクール　18：00～受付、19：15～練り歩き、

大森町赤レンガ蔵周辺、大森地域局産業建設課　26-2116

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　育児相談「相談のおもちゃ箱」　15：30～、植田保育所、

　子育て支援センター　55-2255

  心 横手地域局

　法 社協・雄物川福祉センター

　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072

　心 社協・大雄福祉センター

雄物川郷土資料館『化石展』　～9月11日　

第８回よこての全国線香花火大会　詳しくは7ページ

ウオーキングデー　9：00、かまくら館サンルーム集合

横手市消防訓練大会　8：30、スタジアム大雄駐車場

わくわくフェアinおものがわ　詳しくは7ページ

　急 石田内科医院（横手）　33-1233

　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

農業農村整備写真展　～8月5日、大雄地域局1階ホール

　心 大森コミュニティセンター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00

　心 雄物川コミュニティセンター

　心 増田地区多目的研修センター

全国高等学校総合体育大会男子バレーボール競技
　詳しくは10ページ

2011大雄サマーフェスティバル　詳しくは7ページ

猩々まつり　詳しくは7ページ

　急 市立横手病院（井田医師）　32-5001

　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124

　法 相談予約受付開始（8/17分）　市総務課　35-2161

　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、

　　 社協・横手福祉センター　33-8668

　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

　心 社協・大雄福祉センター
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律（要予約）　　人 … 人権

　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月18日（月）「リトル・レッド レシピ泥棒は誰だ!?」【81分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

総数　100,115人（-48） ／ 34,341世帯（+23）
　男　 47,574人（-33）
　女　 52,541人（-15）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※６月末現在（前月末比）

横手市の人口
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増田まんが美術館『夏の特別企画』

仮面ライダーメモリアル展
■７月16日（土）～９月11日（日）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　仮面ライダー40年の歴史
と魅力を探るメモリアル展。
石 ﾉ 森章太郎氏や村枝賢一
氏の原画に加え、歴代ライ
ダーの紹介や貴重なグッズ、
立像を展示します。また、
７月31日には矢口高雄氏サ
イン会、８月21日には仮面ラ
イダー電王握手会＆撮影会、
８月28日には村枝賢一氏サイン会が行われます。
◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）
　　　　　※期間中の休館日は７/19・25、９/５
◆入場料／大学生・一般500円、中学・高校生
　　　　　300円、小学生200円
◆場所・問合せ／増田まんが美術館　45-5556

　生命の歩んできた５億
年の道のりを三葉虫、ア
ンモナイト、恐竜、マン
モスなどの化石で振り返
ります。市内で産出され
た化石も展示。大型アン
モナイトなどに直接触れ
るコーナーもあります。
◆時　間／9：00～17：00　
　（入館は16：30まで）

◆休館日／月曜日
◆入場料／一般100円、高校・大学生50円、中学生
　　　　　以下無料
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館　22-2793

 

道の駅さんない納涼祭2011 ◆問合せ／　56-1600
日　時／７月31日（日）10：00～15：00
内　容／恒例の流しそばやお菓子まきなど
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ピックアップ平成23年度 雄物川郷土資料館 第２回特別展

化石展
■７月23日（土）～９月11日（日）

第５回横手市民ゴルフ大会
 期　日／７月31日（日）
 参加費／2,500円※プレー代が別にかかります
 申込み／各支部ゴルフ協会にお申込みください
 場所・問合せ／羽後カントリー倶楽部　26-3251


